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公益財団法⼈ ⽇本障害者リハビリテーション協会

令和４年(2021年) 2⽉27⽇

デイジー教科書の利⽤申請状況報告、新配信システム紹介

⻄澤 達夫（⽇本障害者リハビリテーション協会）
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令和３年度 ⾳声教材の効率的な製作⽅法等に関する調査研究事業
「デイジー教科書事例報告会」
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特別な⽀援を必要とする⼦どもたち

2

全国⼩中学校の通常学級在籍の約6.5％=65万⼈

LD（学習障害）
学習⾯の著しい困難
4.5%（45万⼈）

ADHD
「不注意」または

「多動性ー衝動性」の問題
3.1%（31万⼈）

平成24年度12⽉「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的⽀援を必要とする児童⽣徒に関する調査について」
⽂部科学省初等中等教育局特別⽀援教育課

⾃閉症スペクトラム
「対⼈関係やこだわ

り等」の問題
1.1%（11万⼈）

発達障害の可能性のある児童⽣徒数

「読み書き困難」
2.4%（24万⼈）
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読みの困難さとは

3

⽂字がにじむ ⽂字がゆらぐ 鏡⽂字になる ⽂字がかすむ

さらに⾒え⽅の問題だけでなく、
「記号」である⽂字を「⾳」として認識することが困難だったり、
名称を想起する速度が遅いことによって起こると⾔われています。

□ 逐次読みになってしまう
□ 勝⼿読みをしてしまう
□ 単語の切れ⽬が判らない
□ 漢字や熟語が読めない
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視覚

聴覚

情報の
処理・認知

感覚機能

読むこと⾃体に⼀⽣懸命で
内容が⼊ってこない

読みの負担が減って内容の理解に集中できる
・ハイライトで場所が分かる
・⾳声で効果的に伝わる

同期⾳声

現状（紙） デイジー

デイジーで期待される効果＝読みの負担低減
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現状（紙） ICT（デイジー）

レイアウト
フォント
⽂字⼤きさ、向き
背景⾊、⽂字⾊

固定

読み上げ

固定
固定
固定
－（代読）

可変︓リフロー
可変
可変
可変
録⾳⾳声、⾳声合成

注視 リーディング
トラッカー

ハイライト

ICT︓⾃由度、代替え⼿段が多く⼀⼈⼀⼈の困難さに応じたカスタマイズができる

現状（紙）とICT（デイジー）による読み⽀援の⽐較
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デイジー教科書の特徴

 ハイライトされたテキストと、⾳声、画像が同時に表⽰さ
れ、どこを読んでいるかが確認できる

 学習順の再レイアウトにより拡⼤や縮⼩しても読み順で迷
わない（リフロー）

 ⽬次や⾒出しをつかって、読みたいページに移動ができる
 ルビ表⽰の選択ができる（教科書と同じルビ、総ルビ）
 再⽣ソフトの機能により、個々のニーズに合った読み⽅が
可能（⽂字の⼤きさや⾊、背景⾊、再⽣速度等）
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デイジー教科書の再⽣画⾯
縦書き
横書き

ルビ種
切替

再⽣
切替

設定
変更

早く
遅く

拡⼤
縮⼩

次の⾒出し
前の⾒出し

前の⽂
次の⽂

再⽣
停⽌

ページを
選択して
移動

読みたい
ところの
⾒出しを
クリック

⾊の
変更
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デイジー教科書の申請、利⽤の流れ

教員

児童
⽣徒

⼀般提供申請
本⼈、保護者、⽀援者

教員、特別⽀援教育コーディネーター等

⽇本障害者
リハビリ
テーション
協会

教科書提供
システム

学校図書館
提供申請

学校単位

教育委員会
⼀括提供申請

都道府県、区市町村単位

申請⼿続きはホームページから（スマートフォンも可）⇒「デイジー教科書」で検索
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デイジー教科書の利⽤申請状況

教育委員会、学校図書館申請︓ 3,973名
令和2年度

9,217名⼀般申請︓ 7,832名
4,994名

14,211名合計︓11,805名

令和元年度
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令和2年度都道府県別デイジー教科書利⽤者数
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令和2年度都道府県別デイジー教科書普及率
普及率＝デイジー教科書利⽤者数／児童⽣徒数（令和２年度︓⽂部科学省統計資料）x 2.4%
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令和2年度申請者内訳
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令和2年度利⽤者所属学級内訳
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令和2年度利⽤場所内訳
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令和2年度利⽤者学年内訳

平成24年度12⽉「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的⽀援を必要とする
児童⽣徒に関する調査について」より学習⾯で著しい困難を⽰す割合を参考に提⽰
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令和2年度読みの困難さ（複数回答）
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普及課題と施策

 GIGAスクール構想で整備が進む１⼈１台の端末への再⽣環境提供。
→システム構築と並⾏して昨年2⽉〜3⽉と9⽉に実証実験を実施

今年度下期より、教育委員会様対象に新配信システムの提供開始
→新年度より、対象を全申請者に拡⼤

 効果的な読みの⽀援としての認知が進み、令和２年度には利⽤
者が約１万4千名になったが、全国平均の普及率は6%で限定的、
都道府県別の普及率の差が⼤きい。
→あらゆる機会を利⽤した周知活動。

 教科書以外の読みもの（教科書で推薦している図書等）のデイジー
での提供はまだ少ない。
 ⾔葉を学び、感性を磨き、表現⼒を⾼め、創造⼒を豊かなものにしていく読書活動が⼦ど

もにとって不可⽋。→教科書だけでは不⼗分
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GIGAスクール構想の学習者⽤端末の特徴
シンクライアント（Thin Client）端末を⽬指している

クライアント端末の機能を最⼩限にして⼤容量の記憶媒体を省き、アプリケーションやデータを
サーバー側で実⾏し、管理するクラウドが前提

「薄い、少ない」という意味の「シン（Thin）」と、「クライアント（Client）」の組み合わせ

GIGAスクール構想の実現パッケージhttps://www.mext.go.jp/content/20200219-mxt_jogai02-000003278_401.pdf
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デイジー教科書の新配信システムについて

 新配信システムは、複数OS（MPF: Multi-PlatForm）に対応
 Windows, iOS, Chromebook: GIGAスクール構想端末

 現⾏配信システムと新配信システムの平⾏運⽤構成

新配信システム（MPF対応）

ブラウザ再⽣⽤
図書データ

ブラウザ再⽣
（再⽣ソフト不要）

現⾏配信システム

ダウンロード後、再⽣ソフトで再⽣

教科書提供申請、管理
EPUB3

図書データ

⾃動変換
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新配信システム（MPF対応）の特徴
 GIGAスクール構想に即した配信システム
 端末への再⽣ソフトインストール、教科書ダウンロード不要
 端末の標準ブラウザのみで再⽣可。

配信システム Windows iOS Chrome OS

現⾏デイジー教科書配信システム

（教科書データのダウンロード
済めば、ネットワーク不要）

新配信システム（MPF対応）

（ネットワークが常時必須）

教科書データ
再⽣ソフト

OS

付属の標準ブラウザ
OS教科書データ

教科書データ
再⽣ソフト

OS

教科書データ
再⽣ソフト

OS
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1. ログイン
MPF対応配信システム専⽤のURLにログインする。

IDとパスワードは、現⾏配信システムと共通。
QRコードをかざしてログインもできる。

新配信システム（MPF対応）の利⽤⽅法

2. ログイン後、IDに紐づいた教科書の⼀覧を表⽰。

3. 再⽣したい教科書の表紙画像をクリック（タップ）して選択。
 教科書を構成する分冊がページ順で表⽰。

注）単元単位の10冊〜20冊程度の⼀覧が表⽰されます。
 再⽣したい教科書分冊の表紙をクリック（タップ）して選択

すると教科書が開いて再⽣ができる。
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新配信システム（MPF対応）の補⾜説明
１．従来の再⽣⽅法と並⾏して利⽤できますか。
 できます。ネットワークがない場所では従来の⽅法で再⽣
 学校︓ブラウザで再⽣
 家庭︓再⽣ソフトで再⽣(学校でダウンロードしておく)
参考）１学年分のみならダウンロードしても約4GB程度

２．ブラウザのみで再⽣できるメリットは何ですか。
 再⽣ソフトのインストールが不要です。
 端末に教科書をダウンロードしないので、容量不⾜を気にする必要がありま

せん。
 教科書の表紙を選ぶだけで、簡単に再⽣を開始できるので、教科書の選択や

再⽣⽅法で、⽀援者の⼿間を煩わせることが減ります。指導に専念していた
だけます。

３．新配信システム利⽤時の注意事項は何ですか。
 再⽣中は、通信が常に発⽣します。従量制（通信料⾦が使⽤量に⽐例）や使

⽤量の上限がある場合は、使⽤量に注意してご利⽤ください。
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今年度下期から利⽤中の教育委員会様からの反響

 ダウンロードが影響していると思われる不具合で、本市は利⽤できて
いなかったので、今回のMPFは⼤変ありがたいです。

 ブラウザで動作するようになり、端末の容量を気にすることなく使⽤
できるので、とても助かります。

 個々の特性により、ダウンロードした⽅が活⽤しやすい場合もござい
ますので、今後もアプリ版と併⽤していただけるとありがたいです。

 端末にインストールするタイプだと、児童⽤タブレットの容量が少な
く、このようなインターネット版を提供いただけるのはとても助かり
ます。早速担当教員の⽅から使⽤したいと要望がありました。今後と
もサービスを継続いただけると助かります。


